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桜ボランティア 
２月９日、火の口橋周辺で桜の苗植樹ボランティアが 

ありました。（詳しくはＰ７社協だよりへ掲載） 

桜ボランティア 
２月９日、火の口橋周辺で桜の苗植樹ボランティアが 

ありました。（詳しくはＰ７社協だよりへ掲載） 
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1. 本郷村市町村合併住民アンケート調査について 
　昨年12月に実施したアンケート調査の集計結果がまとまりましたのでお知らせします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告書は村報と同時に配布しています。） 
　年末のご多用な時期にもかかわらず、ご協力ありがとうございました。 

 
2. 市町村合併住民説明会開催のお知らせ 
　市町村合併住民説明会を次のとおり開催いたします。多数ご参加の上、皆様のご意見・ご要望をお聞
かせください。 
  なお、お住まいの地区にかかわらず、いずれの会場でもご参加いただけます。   

　    （1）  開催場所、開催日時 
 
 
 
 
 
 
　    （2）  説明内容等 

 ①　市町村合併住民アンケート調査結果について 
 ②　岩国地域市町村合併調査検討協議会における確認事項について 
 ③　岩国地域まちづくり将来構想について 
 ④　質疑応答 

　 
3. 岩国地域市町村合併調査検討協議会の協議結果について 
　岩国市、由宇町、本郷村、周東町、錦町、美川町、美和町の１市６町村で構成される岩国地域市町村
合併調査検討協議会の６回の協議日程がすべて終了し、次のとおり方向性が確認されました。 

　    （1）  合併基本４項目等　 

開 催 場 所 

本谷小学校体育館  

波野中集落センター 

公民館2階会議室  

開　　催　　日　　時 

3月4日（火） 

3月5日（水） 

3月6日（木） 

 

いずれの会場も午後1時30分からと

午後7時30分からの2回開催 

項　　　　　　　　目 方　　　　向　　　　性 

1. 合併の方式 

2. 合併の期日 

3. 新市の名称 

4. 新市の事務所（本庁）の位置 

5. 関係市町村の財産及び公の施設の取扱い 

6. 議員の定数及び任期の取扱い 

7. 地域審議会の取扱い 

8. 支所機能の取扱い 

対等合併（新設合併）とする。 

平成１７年２月末を目標とする。 

公募により決定する。 

 

すべて新市に引き継ぐ。 

 

設置する。（詳細は法定合併協議会で協議） 

　    （2）   岩国地域まちづくり将来構想 
　新市の将来像、まちづくりの基本目標、重点プロジェクトや地域整備の方向等を示した 
「岩国地域まちづくり将来構想」が決定されました。 

現在の岩国市役所の位置とする。 
（新庁舎建設予定） 
 

在任特例を適用する。 
（在任期間は法定合併協議会で協議） 
 

総合支所方式とする。（住民生活に密着した業 
務等は旧市町村役場に残す。） 

市町村合併ニュースに関するお問い合わせ先 
役場企画財政課　TEL75-2583

市町村合併ニュース 市町村合併ニュース 
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まちづくりの基本的な考え 

将来構想策定の趣旨 

将来構想の概要 

　2．将来構想の主要事項の概要 
 
 
（１）新市の将来像 
　　　豊かな自然と都市が共生した活力と交流にあふれる県東部の中核都市  
　　　　　　　　　　～自然・活力・交流のまちづくり～ 
（２）将来像を支える３つの基本理念 
　　　○人と自然にやさしいまちづくり 
　　　　　子どもから高齢者まで誰もが安心して快適に生活することのできるまちづくりを推進するとともに本
　　　　地域の特色である山・川・海の豊かな自然と都市が共生したまちづくりの推進 
　　　○人、もの、情報が行き交うまちづくり 
　　　　　本地域の道路や公共交通網を整備して、地域内の生活や産業の交流を活発にするとともに、山口県の 
　　　　各地域及び隣接する広島県、さらには全国や世界と、経済、文化などで広域交流に取り組み、交流を通
　　　　じた地域活性化の推進 
　　　○参加と協働による個性あるまちづくり 
　　　　　行政と住民が参加と協働のパートナーシップを形成して、地域の特性を大切にした個性あるまちづく
　　　　りに取り組み、若者が住みたくなるまちづくりの推進 
（３） 将来像を実現するための６つのまちづくり基本目標 
　　　①　交流と連携の活発なまち 
　　　　　中心都市の周囲に都市郊外生活ゾーンや多自然居住ゾーンが広がっていることから、地域を交通や情
　　　　報のネットワークで結び、交流と連携を活発にします。 
　　　②　豊かな自然環境と都市が共生するまち 
　　　　　豊かな自然環境や農山漁村と都市が共生する地域特性を生かして、住民の多様なライフスタイルが実
　　　　現するまちづくりを推進します。 
　　　③　誰もが安心して暮らせるまち 
　　　　　子どもから高齢者まで、誰もが、どこに住んでいても、安心して、快適に、心豊かに暮らすことがで
　　　　きるまちづくりを推進します。 
　　　④　多様な産業の活力にあふれたまち 
　　　　　農林水産業や工業などの既存産業の高付加価値化に取り組むとともに、商業・サービス業や観光コン
　　　　ベンション産業を活性化し、さらに新たな産業を創造して多様な産業を振興します。 
　　　⑤　住民と行政の協働・共創のまち 
　　　　　住民一人ひとりの意見やＮＰＯなどの住民の自発的な取り組みを大切にして、住民と行政がパートナ
　　　　ーシップを形成する協働・共創のまちづくりを推進します。 
　　　⑥　人をはぐくむ教育文化のまち 
　　　　　心身ともに健全で豊かな人づくりに取り組むとともに、住民が高度な芸術文化にふれたり、地域の伝
　　　　統文化や歴史を保存し伝える、文化の薫り高いまちづくりを目指します。 

地域住民の方々に、合併に対する関心を高めていただき、合併の具体的な検討をする際の参考にしていただく
ため、７市町村の現状や課題を踏まえ、新しいまちづくりの基本的な考えや取り組むべき施策の方向性等につ
いて取りまとめたものです。 
 
 
1．将来構想の構成 
　　・第１章　経済社会の基本潮流 
　　・第２章　７市町村の現状と課題 
　　・第３章　合併で期待される効果 
　　・第４章　まちづくりの基本的な考え 
　　・第５章　新市の重点プロジェクト 
　　・第６章　新市の地域整備の方向 

岩国地域まちづくり将来構想 
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新市の地域整備の方向 

地域整備の方針　ー 特色ある３つのゾーン整備 ー 

　本地域は、高次都市機能を持った中心性を有する中心都市ゾーンを形成するとともに、各地域に住民

生活の中心的な役割を果たす地域核を整備し、これらを結ぶ道路や情報通信ネットワークを構築して、

住民が相互に利用しやすい「多極ネットワーク型の都市構造」を目指します。　 

　　　　○高次都市機能が集積した中心都市ゾーンの整備 

　　　　○住民の生活を支える地域核の整備 

　　　　○地域の交流を促進する公共交通網・情報通信網の整備 

 

 

　　　　○中心都市ゾーンの整備 

　　　　○都市郊外生活ゾーンの整備 

　　　　○多自然居住ゾーンの整備 

都市構造の形成方向　ー 多極ネットワーク型都市の形成 ー 

６つのまちづくり基本目標 施 策 の 方 向 

○地域を結ぶ道路網の整備 
○公共交通ネットワークの整備 
○高度情報通信ネットワークの整備 
○山・川・海を活用した都市との交流の促進 
 
○循環型社会の構築 
○森林等の公益的機能の保持 
○自然エネルギーの導入 
○環境にやさしい住環境の整備 
 
○安心して子どもを生み育てられる環境づくり 
○支えあいの福祉ネットワークの構築 
○いつでも、どこでも受けられる医療体制の整備 
○防災ネットワークの構築 
 
○岩国基地民間空港の再開 
○既存産業の活性化 
○新産業の創出と若者定住の促進 
○広域観光による地域活性化 
 
○本庁・支所機能の充実 
○市民活動支援体制の整備 
○情報の共有化 
○行政評価システムの構築 
 
○生涯学習の推進 
○豊かな教育環境の充実 
○芸術文化の創造 
○文化財の保存・継承 

住民と行政の協働・共創のまち 

多様な産業の活力にあふれたまち 

 
人をはぐくむ教育文化のまち 

交流と連携の活発なまち 

豊かな自然環境と都市が共生するまち 

誰もが安心して暮らせるまち 

新市の重点プロジェクト 



　
去
る
一
月
十
八
日
、
二
十
五
日
、

二
月
一
日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
、

岩
国
市
・
玖
珂
郡
五
町
一
村
の
住

民
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
約
七
十
人（
男
女
半
々
）で
、

専
門
家
に
よ
る
司
会
進
行
の
も
と
、

新
し
い
町
は
こ
ん
な
町
に
し
た
い
、

こ
ん
な
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と

い
う
共
通
の
ゴ
ー
ル
め
ざ
し
て
、

各
自
の
思
い
を
遠
慮
な
く
出
し
合

い
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
回
で
は
、
そ
の
出
さ
れ
た

意
見
を
十
項
目
四
十
に
整
理
し
、

さ
ら
に
重
要
度
の
高
い
順
か
ら
投

票
し
て
十
に
し
ぼ
り
込
み
、
そ
れ

を
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、
誰
が

実
現
す
る
の
か
ま
で
具
体
的
に
考

え
る
等
、
非
常
に
面
白
い
、
や
り

が
い
の
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
十
の
重
要
課
題
の
う
ち
、
さ
ら

に
関
心
の
高
か
っ
た
第
一
位
は
「
域

内
を
三
十
分
で
移
動
で
き
る
道
路

の
整
備
」
、
第
二
位
が
「
行
政
と

住
民
の
意
識
改
革
」
、
第
三
位
が

二
件
で
、「
森
林
の
手
入
れ
や
広
葉

樹
の
植
林
」
と
「
住
民
参
加
型
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
で
し
た
。 

　
い
よ
い
よ
と
な
っ
た
平
成
大
合
併
。

私
達
住
民
も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
、

ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
第

一
が
道
作
り
、
そ
し
て
行
政
・
住

民
の
意
識
改
革
。
そ
の
次
が
森
の

手
入
れ（
自
然
環
境
の
保
全
）、
あ

わ
せ
て
住
民
参
画
も
大
事
だ
と
言
う
、

地
に
付
い
た
真
面
目
な
共
通
認
識

が
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
確

認
で
き
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
は
や
り
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
一
体
ど
う

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
英
語

の
辞
書
を
見
る
と
、
仕
事
場
あ
る

い
は
研
修
会
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
会
議
の

一
種
の
よ
う
で
す
。
只
『
誰
も
が

平
等
で
自
由
に
意
見
を
言
え
る
』『
創

造
的
な
作
業
と
合
意
形
成
に
焦
点

を
置
い
て
い
る
』『
形
式
ば
ら
な
い
』

な
ど
、
通
常
の
会
議
と
違
う
よ
う

で
す
が
、
参
加
者
全
員
で
考
え
て

あ
る
も
の
ご
と
に
判
断
を
下
す
わ

け
で
す
か
ら
、
得
ら
れ
た
合
意
は

普
通
の
会
議
と
同
じ
重
み
を
持
つ

と
い
え
ま
す
。 

　
さ
て
、
新
し
い
市
を
想
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

司
会
進
行
役
は
、
地
元
で
は
な
く

東
京
か
ら
の
専
門
家
で
し
た
。
お

互
い
に
初
対
面
同
士
、
参
加
者
も

老
若
男
女
七
十
人
。
し
か
し
、
多

数
の
意
見
を
見
事
に
整
理
整
頓
さ

れ
、
最
終
回
ま
で
に
事
業
企
画
の

形
に
ま
と
め
上
げ
た
こ
と
は
さ
す

が
で
し
た
。 

　
そ
れ
と
、
テ
ー
マ
別
に
七
〜
八

人
に
分
か
れ
、
意
見
を
出
し
あ
っ

て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
を
発

表
し
ま
し
た
の
で
、
全
員
が
等
し

く
参
画
で
き
、
ま
さ
に
民
主
主
義

の
理
想
を
具
現
し
た
と
言
っ
て
も

よ
い
一
流
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

体
験
で
き
ま
し
た
。 

　
広
域
合
併
・
少
子
高
齢
化
社
会

と
時
代
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る

こ
れ
か
ら
は
、
な
に
よ
り
私
達
住

民
が
主
体
的
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

地
域
を
担
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
全
員
参
画
、
和
気
あ

い
あ
い
の
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
と
て
も
良
い
参
考
に
な
り

ま
し
た
。 

　
本
郷
人
と
し
て
の
個
性
を
保
ち

つ
つ
新
市
民
と
し
て
の
心
構
え
を

模
索
す
る
そ
ん
な
日
が
近
づ
い
た

よ
う
で
す
。 
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勝
又
み
ず
え 

ミ
ニ
団
地 

『
岩
国
地
域
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
て 

 村　　長 

 議 　 長  

 教 育 長  

村長・議長・教育長  動静 
 
 
 1 月16日（木）● 
　　17日（金）● 
　　　　　 ● 
　　18日（土）～19日（日）　
　　　　　 ● 
　　21日（火）● 
　　22日（水）● 
　　23日（木）● 
　　24日（金）● 
　　27日（月）● 
　　29日（水）～31日（金）　
　　　　　 ● 
　　31日（金）● 
 2 月 1 日（土）～ 2 日（月） 
　　　　　 ● 
　　 3 日（月）● 
　　 4 日（火）● 
　　　　　 ● 
　　 5 日（水）● 
　　 7 日（金）● 
　　 9 日（日）● 
　　12日（水）● 
　　13日（木）● 
　　14日（金）● 
 
 
 1 月16日（木）● 

　　　　　 ● 
　　17日（金）● 
　　　　　 ● 
　　22日（水）● 
　　23日（木）● 
　　27日（月）● 
　　30日（木）● 
　　31日（金）● 
 2 月 3 日（月）● 
　　　　　 ● 
　　 4 日（火）● 
　　　　　 ● 
　　　　　 ● 
　　 5 日（水）● 
　　 6 日（木）● 
　　14日（金）● 
 
 
 1 月16日（木）● 
　　17日（金）● 
　　21日（火）● 
　　23日（木）● 
　　27日（月）● 
　　31日（金）● 
 2 月 1 日（土）● 
　　 3 日（月）● 
　　10日（月）● 
　　12日（水）● 
　　13日（木）● 

 
 
波野白峯会新年会 
本谷若葉会新年会 
本郷村消防団役員新年会 
 
本郷村林業研究視察 
民生児童委員協議会新年会 
第４回岩国地区市町村合併調査検討協議会 
一日財務事務所（財務行政懇話会） 
岩国土木事務所要望 
フォークダンス新年会 
 
岩国地区消防組合議員視察 
スキー競技全国大会出場選手〔壮行会〕〔激励会〕 
 
山口県体育大会スキー競技会 
村議会議員全員協議会・特別委員会 
東部地方税整理組合議会 
活性化対策県幹部要望 
岩国地区市町村合併検討委員会 
波野小学校ふれあいスキー 
県道さくら植樹 
第３回本郷村合併研究会 
本郷村奨学会理事会 
仲田火事まつり 
 
 
波野白峯会新年会 

県知事要望（広域道路改良） 
本谷若葉会新年会 
本郷消防団役員新年会 
第４回岩国地区市町村合併調査検討協議会 
一日財務事務所（財務行政懇話会） 
玖珂郡町村議会正副議長並びに事務局長合同会議 
市町村合併問題玖北町村議会連絡協議会 
スキー競技全国大会出場選手〔壮行会〕〔激励会〕 
市町村合併研究会特別委員会 
村議会議員全員協議会・特別委員会 
活性化対策県幹部要望 
山口県町村議会広報研修会 
岩国地域市町村合併調査検討協議会の事前協議 
第５回岩国地域市町村合併調査検討協議会 
本郷村社会福祉協議会理事会 
山口県町村議会議長会定期総会 
 
 
町村教育長会議 
校長地区別協議会 
教育長地区別協議会 
一日財政事務所（財務行政懇話会） 
管内町村教委連絡協議会 
スキー競技全国大会出場選手〔壮行会〕〔激励会〕 
山口県体育大会スキー競技会 
村議会議員全員協議会 
教育関係委員合同会議 
第３回本郷村合併研究会 
本郷村奨学会理事会 

 
 

波野中集落センター 
本谷小学校 

活力保養センター 
 

愛媛県久万町 
活力保養センター 

由宇町 
公民館 
岩国市 
公民館 

 
沖縄県 
公民館 

 
羅漢山 
役　場 

ホテルかんこう 
県　庁 
美和町 
吉和村 
村　内 
役　場 
公民館 

仲田集会所 
 
 

波野中集落センター 

山口市 
本谷小学校 

活力保養センター 
由宇町 
公民館 
岩国市 
美和町 
公民館 
役　場 
役　場 
山口市 
山口市 
岩国市 
美和町 

活力保養センター 
山口市 

 
 

山口市 
美川町 
岩国市 
公民館 
岩国市 
公民館 
羅漢山 
役　場 
公民館 
役　場 
公民館 
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機能訓練教室（リハビリ）のお知らせ 
　４月より、新年度の教室生を募集します。参加を希望される人は、
保健センターまでご連絡ください。〔３月７日（金）まで〕 

日　時／毎月２回 
　　　　午後１時３０分～３時３０分 

場　所／保健センター 
 
内　容／運動療法・作業療法 

対象者／本郷村に居住される４０歳
　　　　以上の人で、脳卒中、痴呆
　　　　等で在宅療養中の人。 
申し込み方法／ 
　申請書と医師の診断書（初年度と
必要に応じて）が必要です。 

     　
少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
お
元
気
で
す
か
。
 

　
さ
て
、
今
月
は
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。
 

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
 

 ＊
本
郷
村
山
口
県
で
罹
患
率
６
位
 

 　
山
口
県
国
民
健
康
保
険
連
合
会
に

よ
る
と
（
平
成
14
年
７
月
診
療
分
）

本
郷
村
の
糖
尿
病
罹
患
率
は
山
口
県

で
６
番
目
に
高
く
11
・
６
（
山
口
県

平
均
９
・
25
）
、
女
性
よ
り
は
男
性

が
高
く
、
保
険
別
で
見
る
と
一
般
、

退
職
、
老
人
の
う
ち
退
職
者
の
糖
尿

病
罹
患
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

男
性
、
退
職
者
に
糖
尿
病
罹
患
率
が

高
い
と
な
る
要
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 

　
男
性
は
多
く
の
場
合
ア
ル
コ
ー
ル

の
摂
取
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
大
丈
夫
で
す
か
。
 

 

     ＊
糖
尿
病
は
ど
う
し
て
起
こ
る
？
 

 　
普
通
食
物
を
摂
る
と
、
消
化
さ
れ

血
液
中
に
吸
収
さ
れ
て
血
糖
に
な
り

ま
す
。
血
糖
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
筋
肉
、
肝
臓
、
脳
な
ど
に
取
り
込

ま
れ
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、

イ
ン
ス
リ
ン
は
潤
滑
油
の
よ
う
な
働

き
を
し
、
血
糖
の
利
用
を
助
け
ま
す
。

糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪

く
あ
る
い
は
不
足
し
て
い
る
た
め
に

血
糖
が
血
液
中
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
た

た
め
に
お
こ
り
ま
す
。
 

 ＊
糖
尿
病
が
悪
い
わ
け
 

 　
糖
尿
病
を
放
置
し
て
お
く
と
、
腎

臓
は
蛋
白
尿
で
発
症
し
た
後
、
腎
機

能
低
下
を
起
こ
し
透
析
に
い
た
り
ま

す
。
透
析
と
は
人
工
腎
臓
を
用
い
て

老
廃
物
を
除
去
す
る
こ
と
で
す
。
透

析
を
は
じ
め
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
一
生
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
で
は
眼
底
に
出
血
を
起
こ
し
、
早

急
に
治
療
し
な
い
と
失
明
に
至
り
ま

す
。
神
経
で
は
、
感
覚
神
経
が
傷
害

さ
れ
る
と
手
足
の
感
覚
の
麻
痺
や
痛

み
、
し
び
れ
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

進
む
と
壊
疽（
く
さ
る
）の
原
因
に
な

り
足
を
切
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 ＊
糖
尿
病
の
予
防
 

 　
さ
て
、
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

自
分
の
生
活
習
慣
は
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

血
糖
値
は
、
毎
年
本
郷
村
で
行
っ
て

い
ま
す
基
本
健
診
で
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
の
中
で
は
、
食
事
、

運
動
、
肥
満
の
三
本
柱
を
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
糖
尿
病
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

 ＊
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
 

 　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
例
え
ば
ア

ル
コ
ー
ル
の
量
を
考
え
る
と
、
一
般

的
に
一
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
、
ビ

ー
ル
な
ら
大
瓶
１
〜
２
本
ま
で
、
日

本
酒
な
ら
１
〜
２
合
ま
で
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
を
休
ま
す

た
め
に
１
週
間
に
１
〜
２
日
は
全
く

飲
ま
な
い
日
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

　
さ
て
、
こ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
例
え
ば
週
の
う

ち
２
日
は
現
在
の
飲
酒
量
の
半
分
に

し
て
み
る
、
家
で
の
飲
酒
量
を
１
〜

２
割
落
と
し
て
み
る
な
ど
工
夫
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
現
在

血
糖
値
に
異
常
が
な
く
て
も
、
加
齢

と
と
も
に
肝
臓
に
負
担
が
き
て
、
い

ず
れ
糖
尿
病
の
み
な
ら
ず
他
の
病
気

に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
 

　
で
も
、
な
か
な
か
い
い
と
思
っ
て

も
続
か
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
 

あ
せ
ら
ず
、
で
き
る
と
き
で
か
ま
わ

な
い
、
で
も
危
機
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

『
糖
尿
病
』 に
つ
い
て 
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本郷村社会福祉協議会 
（活力センター内　　75-2355） 

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
っ
て
何

　
？ 

　
会
員
の
希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
の
機
会
を
確
保
し

就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
員
の
生
き
が
い
等
の
充
実
、

社
会
参
加
の
推
進
、
高
年
齢
者
の
能

力
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
自
主
的
な
会
員
組
織
で
す
。 

 

★
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？ 

　
公
共
団
体
、
民
間
企
業
並
び
に
個

人
等
か
ら
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就

業
（
雇
用
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を

受
託
し
ま
す
。
例
え
ば
除
草
、
草
刈

り
、
畑
仕
事
、
障
子
貼
り
、
建
物
管

理
、
樹
木
剪
定
、
毛
筆
筆
耕
等
会
員

の
希
望
に
あ
っ
た
色
々
な
仕
事
を
行

い
ま
す
。 

 

★
だ
れ
が
会
員
に
な
れ
る
の
？ 

　
就
業
を
通
じ
て
生
き
が
い
の
充
実

や
社
会
参
加
等
を
希
望
す
る
本
郷
村

居
住
の
健
康
な
六
十
歳
以
上
の
方
で

す
。 

 

★
ど
う
し
た
ら
入
会
で
き
る
の
？ 

　
社
協
に
あ
る
所
定
の
入
会
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
ま
す
。 

★
事
務
所
は
ど
こ
？ 

　
本
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
あ

り
ま
す
。
色
々
な
相
談
は
社
協
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

★
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？ 

　
平
成
十
五
年
四
月
に
設
立
予
定
で

す
。
そ
れ
ま
で
に
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
設
立
後
も
入
会
可
能
で

す
。 

 

★
会
費
は
い
る
の
？ 

　
年
間
三
千
円
の
会
費
が
必
要
で
す
。

そ
れ
が
会
員
損
害
保
険
に
充
て
ら
れ

ま
す
。 

　
本
郷
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
本
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会
も

し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会
長
森
川
國
人
ま
で
、
ご
連
絡
下
さ

い
。 

　
二
月
九
日（
日
）に
、
波
野
原
火
の

口
橋
か
ら
本
郷
中
山
橋
に
桜
の
苗
を

植
樹
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
百
名

の
方
に
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
郷
村
の

環
境
の
美
化
と
活
性
化
に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
桜
の
花
が
咲
く
日

が
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

◎
桜
の
苗
の
購
入
に
ご
協
力

　
い
た
だ
き
ま
し
た
御
芳
名 

 

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

藤
本
知
博
、
上
田
幸
男
、
森
田
義
則
、 

藤
野
タ
チ
ノ
、
林
光
男
、
森
田
清
美
、 

原
田
信
祐
、
浜
田
勝
年
、
山
本
真
一
、 

八
並
芳
治
、
国
広
マ
ツ
エ
、
山
田
一 

雄
、
中
山
キ
ミ
エ
、
角
田
幸
三
、
森 

田
辰
臣
、
林
加
代
子
、
角
和
子
、
藤 

本
雄
三
、
藤
本
昭
夫
、
米
田
睦
江
、 

河
村
朔
、
諫
早
文
作
、
川
崎
昇
、
石 

原
ヤ
ス
コ
、
米
田
初
視
、
藤
高
睦
子
、 

石
井
ハ
ル
子
、
前
原
只
一
、
松
田
マ 

ヤ
コ
、
山
田
ふ
じ
枝
、
山
田
恒
士
、 

森
田
輝
子
、
田
村
勲
登
、
神
田
達
暁
、 

森
川
國
人
、
岡
光
和
美 

　
苗
代
千
円
を
社
協
の
ほ
う
へ
納
付

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
左
記
の

方
々
か
ら
温
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
香
典
返
し
と
し
て 

　
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

　
河
本
千
代
子
様（
亡
夫
篤
美
様
） 

　
長
原
　
真
一
様（
亡
母
タ
ツ
カ
様
） 

　
古
賀
　
清
道
様（
亡
母
妙
令
様
） 

《
本
郷
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
》 

介護保険サービス苦情処理委員会 
の設置について 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り 

仕事の契約 

おおむね６０歳以上の 
健康で働く 
意欲のある方 

仕事を提供する方々 
（企業・家庭・ 
　　公共団体等） 

仕事の請負 

配分金の 
支払い 

契約金の 
　　支払い 

希望する職種の登録 

仕事の発注 

（企業が仕事を発注する場合） 
　１．短期的、臨時的な仕事を請け負います。 
　２．雇用を除く請負、委任による次のような仕事に限ります。 
　　①従業員の働く場とは区別された独立した仕事であること。 
　　②責任のある方から直接仕事の指示、命令を受けないもの。 

　介護保険事業として、介護認定調査・訪問介護支
援（ヘルパー）・通所介護（デイサービス）等を実施し
ています。 
　これらの事業のサービス内容について、苦情やご
意見・ご要望、その他判らないことがありましたら、
社会苦情処理委員会第三者委員森川國人（　７５－
２８３６）へお申し出下さい。秘密は厳守します。 

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 
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一
日
財
務
事
務
所 

子
ど
も
会
弁
論
大
会 

本
郷
村
民
ス
キ
ー
教
室 

　
以
前
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
財
務
行
政
懇
話
会
が
、

１
月
23
日（
木
）に
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
約
４
年
ぶ
り

に
な
る
一
日
財
務
事
務
所
の
開

催
に
会
場
は
満
員
。 

　
山
田
謙
司
所
長
に
よ
る
、
身

近
な
金
融
・
保
険
商
品
の
注
意
点

の
話
に
参
加
者
全
員
聞
き
入
っ

て
ま
し
た
。 

 

▼

▼ 

大
舞
台
で
頑
張
る
子
供
た
ち 

▼
 
作
者 : 

平
岡
　未
来
さ
ん 

▼
 
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
の
皆
さ
ん 

　
２
月
16
日
、
公

民
館
で
子
ど
も
会

弁
論
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
本
郷
小
学
校
と

波
野
小
学
校
の
５
・

６
年
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
や
思

い
を
発
表
し
、
会

場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。 

「
平
成
１４
年
度
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」 

　
「
平
成
14
年
度
の
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
」
で
２
５

３
５
作
品
の
中
か
ら
、
左

記
の
３
名
の
作
品
が
見
事

受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

最
優
秀
賞
　 

　
本
郷
小
学
校 

　
☆
１
年
　
平
岡
　
未
来 

優
秀
賞
　 

　
本
郷
小
学
校 

　
☆
４
年
　
柴
田
　
麻
衣 

優
良
賞
　 

　
本
郷
小
学
校 

　
☆
３
年
　
山
本
　
星 

天気も良く絶好のスキー日和でした 

　
２
月

　
２
月
17
日
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
芸
北
町

日
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
芸
北
町

文
化
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

文
化
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
『
村
民
ス

『
村
民
ス

キ
ー
教
室
』

キ
ー
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
子
ど
も
か
ら
一
般
、
総
勢

　
今
年
は
、
子
ど
も
か
ら
一
般
、
総
勢
50
名

と
い
う
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
ス
キ
ー
ク

と
い
う
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
参
加

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
参
加

者
全
員
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
ス
キ
ー
の
醍

者
全
員
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
ス
キ
ー
の
醍

醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た

醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
２
月
17
日
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
芸
北
町

文
化
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
『
村
民
ス

キ
ー
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
子
ど
も
か
ら
一
般
、
総
勢
50
名

と
い
う
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
参
加

者
全
員
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
ス
キ
ー
の
醍

醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。 
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▼
 
上
田
幸
男
さ
ん 

山口県体育大会 

　２月１日・２日の２日間、羅漢山スキー場で、山口県体育大会冬
季スキー競技会が盛大に開催されました。 
　競技会には本村からも多数の選手が出場し、大会を大いに盛り上
げ、「村技スキー」の実力を遺憾なく発揮、総合成績でも、中学校
の部で本郷中学校が、郡部の部でわが玖珂郡が見事総合優勝の栄冠
を勝ち取りました。 
　主な成績は下記のとおりです。〈敬称略〉 

◆
郡
部 

１
位
　
山
本
　
智
久 

３
位
　
藤
本
　
健
司 

 

◆
中
学
男
子 

１
位
　
酒
井
　
憲
明 

２
位
　
井
原
　
孝
幸 

３
位
　
谷
村
　
祐
樹 

４
位
　
梅
本
　
達
郎 

５
位
　
森
田
　
浩
司 

◆
郡
部
成
年
男
子 

３
位
　
田
村
　
洋
右 

４
位
　
田
村
　
尚
巳 

◆
郡
部
壮
年
男
子 

３
位
　
岩
田
　
信
良 

◆
郡
部
教
員 

１
位
　
野
村
　
重
信 

 

◆
中
学
男
子 

１
位
　
酒
井
　
憲
明 

◆
郡
部
成
年
男
子 

５
位
　
山
本
　
智
久 

６
位
　
藤
本
　
健
司 

 

◆
郡
部
男
子 

１
位
　
隅
　
　
望
　
（
美
川
） 

　
　
　
田
村
　
洋
右 

　
　
　
隅
　
　
聖
典
（
美
川
） 

　
　
　
田
村
　
尚
巳 

◆
郡
部
女
子 

１
位
　
光
貞
　
幸
子
（
錦
） 

　
　
　
森
田
　
ゆ
か
り 

　
　
　
谷
口
　
理
佳
（
美
和
） 

ジャイアント スラローム 

クロスカントリー 

開会式 

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
２
月
16
日
、
上
田
幸
男
さ
ん
が
、
多
年
に

わ
た
り
教
育
活
動
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
か
ら
、
山
口
県
教
育
委
員
会
会
長
よ
り
感

謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
 

＜品名＞ 
　とっくり 

＜年代＞ 
　昭和初期 

●思わず、のどを鳴ら
した方もいらっしゃ
るのではないのでし
ょうか？ 
　　昔はこのとっくり
にお酒を入れて売っ
ていたそうです。 

本郷村宝 本郷村宝 

ス
キ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
競
技 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
競
技 

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技 

冬季スキー競技会 冬季スキー競技会 冬季スキー競技会 
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3月  2日 
9日 
16日 
21日 
23日 
30日 

松 原 医 院  
町立美和病院 
錦 中 央 病 院  
本郷村診療所 
町立美和病院 
錦 中 央 病 院  

72-2300 
96-1155 
72-2321 
75-2770 
96-1155 
72-2321

 

 

総　務　課（　75-2311） 
出　納　室（　75-2581） 
住民福祉課（　75-2582） 
企画財政課（　75-2583） 
診　療　所（　75-2770） 
 

産業建設課（　75-2585） 
保健環境課（　75-2350） 
保健センター（　75-2350） 
教育委員会（　75-2056） 
歯科診療所（　75-2370） 
 

伝 言 板  
わからないこと・知りたいことがありま 
したらお電話ください。 

  

　
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
道
路
交
通
法
の
適
用
が
な
い
た

め
に
、
ナ
ン
バ
ー
な
し
で
運
行
さ
れ
る
方
を
見
か
け
ま
す
が
、

道
路
を
運
行
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
課
税
さ
れ
ま
す
。

総
務
課
へ
申
請
し
て
ナ
ン
バ
ー
を
受
け
て
運
行
し
て
下
さ
い
。 

　
年
税
額
は
一
、
六
〇
〇
円
で
す
。 

   

　
毎
年
四
月
一
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
四
輪
車
な
ど
の
所
有
者

に
は
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
す
で
に
使
用
で
き
な
い
バ
イ
ク
や
軽
四
輪
車
を
持
っ
て
い
る

人
、
ま
た
は
他
人
に
譲
っ
て
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

四
月
一
日
以
降
に
廃
車
等
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、
税
金
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
。
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
手
続
き
し
て
下
さ

い
。 

　
ま
た
、
他
人
に
譲
ら
れ
た
場
合
は
名
義
変
更
を
し
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
確
実
に
名
義
変
更
し

て
下
さ
い
。 

日　　時／平成15年３月22日（土）9：00～ 
会　　場／村コミュニティーグラウンド 
申込締切／３月17日（月） 
申 込 先／本郷村教育委員会（75－2056） 

日時：3月24日（月） 
　　　　　　　午後1時30分 

場所：本郷村役場会議室 

　　【本郷村選挙管理委員会】 

子どもふれあいグラウンドゴルフ大会 子どもふれあいグラウンドゴルフ大会 子どもふれあいグラウンドゴルフ大会 
子供からおじいちゃん、おばあ

ちゃんまで、 

どなたでも参加できます。 

皆様、３世代そろって、ふれあ
いグラウンド 

ゴルフ大会に挑戦してみません
か？ 

～ 平成15年4月27日執行 ～ 

●立候補予定者説明会● 

ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
持
ち
の
方
へ

ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
持
ち
の
方
へ 

原
付
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

原
付
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ 

ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
持
ち
の
方
へ 

原
付
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ 

本郷村議会議員 
選　挙 

本郷村議会議員 
選　挙 

○寝タバコは、絶対やめる。 
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の 
　協力体制をつくる。 

国民健康保険税 10期分 
納期限は3月31日です。 
納付は便利な口座振替で 

※平成15年度分村・県民税申告書の提出は 
　3月17日までにお願いします。 

今月の納税 今月の納税 今月の納税 

八幡団地入居者募集 
　平成13年度より建替をしております八幡団地の平成14年度建設分の
入居者を下記のとおり募集します。 
※募集種別・募集戸数　・八幡公営住宅‥‥‥‥‥‥‥‥１戸 
　　　　　　　　　　　・八幡特定公共賃貸住宅‥‥‥‥２戸程度 
※家　　　賃　・公営住宅（収入により決定します） 
　　　　　　　・特定公共賃貸住宅（４５，０００円） 
※募 集 期 間　・平成１５年３月３日～平成１５年３月１４日 
※応 募 方 法　・役場産業建設課に申込書を持参してください。 
※お問合せ先　・本郷村役場産業建設課　　７５－２５８５ 

『消す心　 
　　置いてください 
　　　　　　火のそばに』 
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こ
ん
に
ち
は
、
日
々
だ
ん
だ
ん
と

暖
か
く
な
り
、
春
も
間
近
と
い
っ
た

感
じ
で
す
ね
。 

　
「
本
郷
村
宝
」
は
い
か
が
で
し
た
か
？

物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
本
郷
村
の
宝
を

取
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
。「
我
が
家
に
は
こ
ん
な

変
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
」
な
ど
な
ど

情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
財
政
課
　
藤
岡 

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
５
・
２
５
８
３ 

編
集
後
記 

世帯数 

人　口 

（男） 

（女） 

683世帯 

1,396人 

665人 

731人  

（－ 3） 

（－ 7） 

（－ 4） 

（－ 3） 

（対前月比） 

（１月末） 人 の 動 き  

小菅　優ピアノ・リサイタル 
日　時： 3 月 2 日（日） 
　　　　　　開場13：30～ 
　　　　　　開演14：00 
会　場：周東町パストラルホール 
入場料：一　般　　　2,000円 
　　　　高校生以下　1,000円 
問合せ：パストラルホール 
　　　　TEL 84-1400 
 
岩国城　銘石展 
日　時： 3 月10日～ 5 月10日 
会　場：岩国城 
入場料：260円（小学生は120円）　
問合せ：岩国市観光課　 
　　　　TEL 41-1477

　
本
郷
村
奨
学
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
の
奨
学
資
金
貸
与
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
貸
与
（
一
ヶ
月
） 

　
　
公
立
高
校
　
一
万
七
千
円 

　
　
私
立
高
校
　
二
万
円 

　
　
公
立
大
学
　
二
万
五
千
円 

　
　
　
（
大
学
院
も
含
む
） 

　
　
私
立
大
学
　
三
万
円 

　
　
　
（
大
学
院
も
含
む
） 

　
　
専
門
学
校
　
二
万
五
千
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。 

 

▼
償
還 

　
学
校
を
卒
業
し
た
一
年
の
猶
予
期
間
の
後
、
奨
学
期
間
の
二
倍
の

期
間
で
半
年
賦
償
還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
高
校
・

大
学
と
引
き
続
き
貸
与
さ
れ
た
場
合
は
別
途
計
算
し
ま
す
。 

 

▼
申
込
期
間 

　
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
在
学
証
明
書
、
貸
与
申
請
書
（
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
）
を
持
参
の
上
、
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。 

（ 1 月の社協だよりで募集しましたが、応募者が少なく 
　再度の募集です。）  
職　　種／在宅介護要員（ホームヘルパー）  
募集人員／若干名  
条　　件／介護福祉士、又は、ヘルパー 2 級以上の資格、普通自動車

免許所持者、健康で年令45歳以下で本郷村在住又は通勤可
能な方 

　　　　　給与、勤務時間は社協就業規則に基づき決定  
試験日時／平成15年 4 月11日（金） 午前10時～12時  
場　　所／本郷村社協会議室  
試　　験／作文（ホームヘルパーとしての心構え）試験当日に提出、

面接   
採用予定日／平成15年 5 月 1 日（木）  
申込み期限／平成15年 3 月31日（月）  
　　◎ お問い合わせは、本郷村社協　TEL 75-2355へお願いします。 

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
住
　
所 

　
勝
又
　
公
平
　
○
　
　
　
東
京
都 
　
渡
邊
ゆ
か
り 

 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
住
　
所 

　
古
賀
　
妙
令
　
　
　
　
　
波
野
原 

本郷村社協要員募集 再 募集 

再 募集 

奨
学
生
募
集 

　3月20日（木）は、都合によ
り休診とし、3月19日（水）
に変更します。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕 

） 



日 時　刻 行　　事　　内　　容 場　　所 日 時　刻 行　　事　　内　　容 場　　所 

広報 

サ　ー　ク　ル　名 場　　　　　所 活　　　　動　　　　日 時　　間 

本 郷 生 花 教 室  
波 野 生 花 教 室  
花 柳 会 舞 踊 教 室  
本 郷 短 歌 会  
悠 友 サ ー ク ル  
本 郷 勘 場 吟 友 会  
英 会 話 教 室  
大 正 琴 つ く しグループ  
ら か ん 茶 道 教 室  
み つ ま た 民 芸 教 室  
本 郷 詩 舞 教 室  
日 本 画 木 星 会  
ら か ん 太 鼓  
健 康 体 操 教 室  
本郷フォークダンスクラブ 
ス ト レ ッ チ 編 教 室  
茅 原 す み れ グ ル ー プ  
小 原 流 生 花 教 室  

公 民 館  
波野中集落センター  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  
保 健 セ ン タ ー  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  
本 谷 小 学 校  
公 民 館  
公 民 館  
波 野 原 集 会 所  
茅 原 集 会 所  
公 民 館  

 9 ：00 
 9  ：00 
13：00 
13：00 
19：30 
19：30 
14：00 
13：30 
13：30 
 9  ：00 
19：00 
19：00 
20：00 
19：30 
 9  ：00 
 9  ：00 
14：00 
 9  ：30

 3 日・16日 
15日・16日 
 1 日・ 8 日・15日・22日 
20日 
12日・26日 
 1 日・ 8 日・15日・22日 
８日 
13日・28日・29日 
 5 日・19日 
11日 
 2 日・ 9 日・16日・23日・29日・30日 
13日・27日 
 7 日・14日・21日・28日 
20日 
 3 日・17日 
 3 日・17日 
16日 
13日・27日 

3月の行事予定表 

3月のサークル活動日程表 
生
涯
学
習
…
…
… 

ひ
と
り
一
学
習
　
一
ス
ポ
ー
ツ
　
一
趣
味
　
一
奉
仕 

毎月１日は　 
『県民交通安全の日』 

（12） 2003.   3.  1

5（水） 

4（火） 

6（木） 

7（金） 

8（土） 

26（水） 

25（火） 

24（月） 

28（金） 

27（木） 

18（火） 

19（水） 

20（木） 

21（金） 

22（土） 

11（火） 

12（水） 

17（月） 

13（木） 

14（金） 

発行/山口県玖珂郡本郷村本郷村役場　編集/企画財政課　（0827）75-2583 
★ホームページアドレス  http://www.hongou.townnet.pref.yamaguchi.jp
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 8 ：00 

 9 ：30 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

13：00 

 

 

 

 9 ：00 

 

13：30 

 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 9 ：30 

13：00 

 

 8 ：00 

13：00 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：30

可燃物収集日 

３月定例議会（２日目） 

歯科診療日 

 

透明ビン・その他ビン収集日 

心配ごと相談 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

歯科診療日 

３月定例議会（３日目） 

 

春分の日 

 

ふれあいグラウンドゴルフ大会 

 

本郷村議会議員選挙立候補予定者説明会 

 

給食サービスの日 

可燃物収集日 

補聴器相談 

歯科診療日 

健康相談 

 

不燃物収集日 

生き生きほんごう健康クラブ 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

歯科診療日 

 

可燃物収集日 

歯科診療日 

村 内  

役 場会議室  

山村センター 

 

村 内  

本谷へき地集会所 

 

村 内  

山村センター 

役 場会議室  

 

 

 

コミュニティグラウンド 

 

役 場会議室  

 

 

村 内  

山村センター 

山村センター 

保健センター 

 

村 内  

保健センター 

 

村 内  

山村センター 

 

村 内  

山村センター 

給食サービスの日 
可燃物収集日 
歯科診療日 
合併住民説明会 
 
古紙・古着収集日 
合併住民説明会 
 
プラスチックごみ・ペットボトル収集日 
歯科診療日 
合併住民説明会 
 
可燃物収集日 
歯科診療日 
 
神楽伝承教室 

 
給食サービスの日 
可燃物収集日 
歯科診療日 
健康相談 
 
アルミ缶・スチール缶収集日 
３月定例議会（１日目） 

健康教室 
 
プラスチックごみ・ペットボトル収集日 
歯科診療日 
 
歯科診療日 
 
育児相談 

 
 8 ：00 
 9 ：30 
 
 
 8 ：00 
 
 
 8 ：00 
 9 ：30 
 
 
 8 ：00 
 9 ：30 
 
 9 ：00 
 
 
 8 ：00 
 9 ：30 
13：00 
 
 8 ：00 
 9 ：30 
13：30 
 
 8 ：00 
 9 ：30 
 
 9 ：30 
 
12：30

 
村 内  
山村センター 
本 谷小学校  
 
村 内  
波野中集落センター 
 
村 内  
山村センター 
公民館２階会議室 
 
村 内  
山村センター 
 
公 民 館  
 
 
村 内  
山村センター 
保健センター 
 
村 内  
役 場会議室  
保健センター 
 
村 内  
山村センター 
 
山村センター 
 
保健センター 
 

13：30 
19：30

13：30 
19：30

13：30 
19：30
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